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今
回
の
改
正
に
よ
り

窓
口
で
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
県
が
手
数
料
納
付
に

お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
推
進
す
る
た
め
、
証
紙

の
販
売
を
終
了
す
る
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
原
案
可
決
）

　
　
　
選
定
委
員
会
の
委
員

６
名
は
、
原
城
振
興
公
社
の

理
事
と
重
複
し
て
い
な
い
か
。

　
　
　
原
城
振
興
公
社
の
理

事
と
は
重
複
し
て
い
な
い
。

　
　
　
委
員
は
非
公
開
と
な

っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
公
開
し

な
い
の
か
。

　
　
　
第
１
回
の
選
定
委
員

会
に
お
い
て
、
公
表
の
要
望

が
あ
る
旨
説
明
し
諮
っ
た
。

協
議
の
結
果
非
公
開
と
な
っ

た
。

　
　
　
南
島
原
市
の
発
展
・

財
源
を
守
る
た
め
に
指
定
管

理
者
を
選
ぶ
も
の
。
公
開
も

必
要
で
は
。

　
　
　
応
募
の
法
人
の
経
営

状
況
な
ど
細
部
に
わ
た
る
資

料
を
基
に
審
査
さ
れ
る
。
審

査
委
員
は
公
平
な
立
場
で
審

査
を
さ
れ
た
。

　
　
　
黒
字
の
場
合
、
市
の

基
金
に
積
み
上
げ
る
の
か
。

　
　
　
指
定
管
理
者
で
利
益

は
留
保
し
、
運
営
に
使
う
。

　
　
　
赤
字
の
補
助
は
し
な

い
と
の
こ
と
だ
が
、
運
営
が

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
。

　
　
　
赤
字
の
補
填
は
し
な

い
。
運
営
が
で
き
な
い
と
き

は
指
定
管
理
を
取
り
消
し
、

新
た
な
公
募
を
行
う
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
原
案
可
決
）

　
　
　
電
線
の
防
護
管
の
工

事
と
は
。

　
　
　
電
線
に
触
れ
る
な
ど

危
険
性
が
あ
る
場
合
、
電
線

を
保
護
す
る
黄
色
い
カ
バ
ー

を
付
け
る
工
事
。
令
和
５
年

４
月
１
日
よ
り
工
事
事
業
者

が
経
費
を
負
担
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
　
　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎

除
却
費
が
増
加
と
の
説
明
だ

が
、
当
初
設
計
に
算
入
さ
れ

な
か
っ
た
理
由
は
。

　
　
　
一
般
的
な
基
礎
除
却

費
は
計
上
し
て
い
る
。
地
域

に
よ
り
深
い
基
礎
が
あ
っ
た

た
め
工
事
費
が
増
加
し
た
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
原
案
可
決
）

〈
総
務
部
関
係
〉

【
概
要
】
歳
入
予
算
で
は
、

市
債
・
農
林
水
産
業
債
で
農

道
整
備
事
業
債
（
過
疎
）
を

１
７
０
万
円
増
額
し
、
水
産

基
盤
整
備
事
業
債
を
１
４
０

万
円
増
額
。
教
育
債
で
中
学

校
施
設
整
備
・
改
修
事
業
債

を
１
，
２
７
０
万
円
減
額
。

災
害
復
旧
債
で
公
共
土
木
施

設
分
２
億
６
５
０
万
円
増
額
、

農
地
等
災
害
復
旧
事
業
分
１
，

４
４
０
万
円
増
額
。

（
質
疑
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
原
案
可
決
）

　
　
　
全
体
的
な
弁
護
士
費

用
は
１
千
万
円
程
と
聞
く
が
、

い
く
ら
と
れ
る
の
か
。

　
　
　
弁
護
士
費
用
は
全
体

で
１
千
万
円
程
と
予
定
し
て

い
る
。
訴
え
を
し
な
い
と
請

求
権
利
が
な
く
な
る
こ
と
、

差
押
え
を
実
施
す
る
た
め
に

も
必
要
。

　
　
　
不
当
利
得
還
付
請
求

訴
訟
は
ど
こ
に
相
談
し
た
か
。

　
　
　
市
の
顧
問
弁
護
士
と

協
議
を
行
い
、
確
認
し
な
が

ら
動
い
て
い
る
。

　
　
　
民
法
第
７
０
９
条
損

害
賠
償
請
求
と
し
な
い
の
は

な
ぜ
。

　
　
　
補
助
金
交
付
規
則
違

反
と
い
う
理
由
が
あ
り
、
請

求
権
を
得
ら
れ
る
見
込
み
。

７
０
９
条
で
は
詐
欺
罪
の
立

証
が
必
要
。７
０
３
条
を
選
定

し
弁
護
士
と
協
議
し
進
め
る
。

【
反
対
討
論
】

　
こ
の
ま
ま
で
は
大
変
な
こ

と
に
な
る
。

【
賛
成
討
論
な
し
】

（
起
立
採
決
の
結
果
（
賛
成

４
・
反
対
１
）
起
立
多
数
で

原
案
可
決
）

　
　
　
３
３
３
万
４
千
円
の

計
算
根
拠
は
。
ま
た
、
弁
護

士
は
顧
問
弁
護
士
か
。

　
　
　
顧
問
弁
護
士
か
ら
見

積
書
を
徴
収
し
て
、
金
額
を

算
出
。

【
反
対
討
論
】

　
議
案
第
45
号
で
民
法
第
７

０
３
条
に
よ
り
取
り
組
む
の

で
、
こ
の
予
算
に
は
反
対
す

る
。

【
賛
成
討
論
な
し
】

（
起
立
採
決
の
結
果
（
賛
成

４
・
反
対
１
）
起
立
多
数
で

原
案
可
決
）
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委
員
長

総
務
委
員
長
報
告（
概
要
）

・
議
案
６
件
を
原
案
可
決

【
議
案
第
38
号
】
南
島
原

市
収
入
印
紙
等
購
買
基
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
46
号
】令
和
６
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

【
議
案
第
43
号
】令
和
６
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

【
議
案
第
45
号
】
訴
え
の

提
起
に
つ
い
て

【
議
案
第
39
号
】
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て（
南

島
原
市
コ
ミ
ュニ
ティ
原
城

及
び
南
島
原
市
原
の
館
）

【
議
案
第
40
号
】
防
災
行

政
無
線
機
能
拡
充
等
整
備

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て
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【
概
要
】
衆
議
院
解
散
に
伴

い
、
10
月
27
日
投
開
票
を
行

う
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

衆
議
院
議
員
選
挙
に
要
す
る

経
費
と
し
て
、
投
票
管
理
者

立
会
人
報
酬
や
一
般
事
務
員

報
酬
、
通
信
運
搬
費
な
ど
、

合
わ
せ
て
３
，
２
３
３
万
３

千
円
を
専
決
処
分
し
た
。

　
　
　
投
票
所
を
午
後
８
時

か
ら
午
後
６
時
に
閉
じ
た
場

合
、
運
営
費
に
ど
れ
く
ら
い

の
差
が
あ
る
の
か
。

　
　
　
時
間
短
縮
し
た
場
合
、

大
体
78
万
６
，
６
０
０
円
の

削
減
が
見
込
ま
れ
る
。

　
　
　
投
票
立
会
人
の
勤
務

す
る
時
間
は
。
ま
た
、
幾
ら

に
な
る
の
か
。

　
　
　
期
日
前
投
票
所
の
場

合
は
、
朝
８
時
半
か
ら
夜
８

時
ま
で
９
，
６
０
０
円
。
ま

た
、
当
日
の
場
合
は
朝
７
時

か
ら
夜
８
時
ま
で
で
１
万
９

０
０
円
と
な
る
。

　
　
　
謝
礼
金
３
万
円
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
開
票
所
に
お
い
て
、

疑
問
審
査
の
際
に
、
弁
護
士

か
ら
助
言
を
も
ら
っ
て
お
り
、

そ
の
分
の
謝
礼
金
と
な
る
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
承
認
）

〈
福
祉
保
健
部
関
係
〉　
　

【
概
要
】
①
認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
１
か
所
の

老
朽
化
し
た
浴
室
改
修
の
国

庫
採
択
に
伴
い
実
施
す
る
も

の
。
②
子
ど
も
の
性
被
害
防

止
対
策
に
係
る
設
備
等
支
援

事
業
の
実
施
に
伴
う
も
の
。

③
令
和
５
年
度
実
績
報
告
に

伴
う
国
・
県
返
還
金
。

　
　
　
高
齢
者
施
設
の
浴
室

改
修
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
に
、
防
災
・
減
災

対
策
の
補
助
金
が
適
用
さ
れ

る
の
か
。

　
　
　
築
年
数
の
経
過
に
よ

り
老
朽
化
し
た
施
設
や
、
安

全
性
確
保
の
た
め
の
耐
震
化
、

水
害
対
策
に
伴
う
改
修
が
対

象
と
な
る
。

　
　
　
保
育
所
等
に
お
け
る

性
被
害
防
止
対
策
の
補
助
金

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

　
　
　
保
育
所
や
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ほ
う
で
、
子
供
の

性
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
簡
易
扉
、

人
感
セ
ン
サ
ー
な
ど
を
設
置

す
る
た
め
の
補
助
金
で
あ
る
。

　
　
　
国
庫
返
還
金
や
県
費

返
還
金
と
は
、
国
・
県
か
ら

交
付
さ
れ
た
も
の
を
返
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
返
還
額

が
大
き
い
よ
う
だ
が
説
明
を
。

　
　
　
今
回
の
返
還
は
、
５

年
度
の
実
績
が
確
定
し
た
こ

と
に
よ
り
、
す
で
に
受
け
入

れ
て
い
た
負
担
金
に
対
し
て
、

超
過
分
を
返
還
す
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
返
還
額
に
つ

い
て
は
、
年
度
に
よ
っ
て
金

額
の
多
寡
が
あ
る
が
、
ど
れ

だ
け
余
る
の
か
想
定
が
難
し

い
こ
と
か
ら
、
不
足
分
が
生

じ
な
い
よ
う
年
度
当
初
に
す

べ
て
の
対
象
者
を
入
れ
た
金

額
を
申
請
す
る
た
め
で
あ
る
。

〈
教
育
委
員
会
関
係
〉　
　

【
概
要
】
布
津
中
学
校
校
舎

ト
イ
レ
洋
式
化
改
修
工
事
に

お
い
て
、
交
付
金
の
採
択
状

況
か
ら
令
和
６
年
度
・
７
年

度
の
２
か
年
で
実
施
す
る
こ

と
に
変
更
し
た
た
め
、
本
年

度
予
算
か
ら
令
和
７
年
度
工

事
に
対
応
す
る
分
の
交
付
金

を
減
額
す
る
も
の
。

　
　
　
布
津
中
学
校
の
ト
イ

レ
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
令

和
６
年
度
と
７
年
度
の
２
か

年
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
理
由
は
。

　
　
　
国
か
ら
５
年
度
の
繰

越
予
算
で
採
択
を
受
け
て
い

た
が
、
改
修
工
事
が
６
年
度

内
に
完
了
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
国
の
補
助
金
が
、

事
故
繰
越
と
な
ら
な
い
よ
う
、

２
か
年
で
の
実
施
に
変
更
し

た
た
め
で
あ
る
。

（
討
論
は
な
く
、
文
教
厚
生

委
員
会
に
分
割
付
託
さ
れ
た

関
係
分
に
つ
い
て
は
、
原
案

可
決
）

（
質
疑
・
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
原
案
可
決
）
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委
員
長

文
教
厚
生
委
員
長
報
告
（
概
要
）

・
承
認
１
件
を
承
認

・
議
案
２
件
を
原
案
可
決

【
承
認
第
６
号
】
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
（
令
和
６

年
度
南
島
原
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
））

【
議
案
第
44
号
】令
和
６
年

度
南
島
原
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

【
議
案
第
43
号
】
南
島
原

市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）


